
1．連 結 決 算 の 概 要

（単位：百万円）
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(注)　営業損益、経常損益、税金等調整前四半期（当期）純損益、少数株主損益調整前四半期（当期）純損益、少数株主
　　　損益、四半期（当期）純損益欄の△は、損失を示しております。
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ました。

損失幅が１１７億円縮小し３７６億円の損失となりました。また、繰延税金資産の回収可能性の見直し
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当第２四半期連結累計期間の収支につきましては、収入面では、販売電力量の減少はありましたが、電

支出面では、泊発電所３号機の停止日数の増加による燃料費の増加などはありましたが、人件費削減な

気料金の値上げや再生可能エネルギーの固定価格買取制度の影響などから、営業収益（売上高）は、前年

億円となり、これに営業外費用を加えた経常費用は、１２億円（０.４％）増加の３,２９３億円となり

同期に比べ１３０億円（４.７％）増加の２,９００億円となり､これに営業外収益を加えた経常収益は

以上により、営業損益は、前年同期に比べ損失幅が１０４億円縮小し３０４億円の損失、経常損益は、
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連 結 収 支比 較表

前第２四半期
連結累計期間連結累計期間

増　　減 前年同期比％

(A)/(B)

当第２四半期
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１２９億円（４.７％）増加の２,９１７億円となりました。

どのコストダウンに努めたことに加え、海外炭火力発電所の稼働増や豊水による燃料費の減少などによ

損失となりました。
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り費用の増加が抑制されたことから、営業費用は、前年同期に比べ２５億円（０.８％）増加の３,２０４

に伴い、繰延税金資産を計上した影響などから、四半期純損益は、損失幅が４８４億円縮小し１億円の
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